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　日本HP 社製 ProLiant DL385
　CPU: AMD Opteron 275×2
　メモリ: 13GB
　ストレージ: 576GB
　OS: SUSE LINUX Enterprise Server 9
　IRソフトウェア: DSpace 1.3.2
大学における教育・研究情報のオープン化
京都大学学術情報リポジトリ
http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/
大学における教育・研究情報のオープン化
京都大学学術情報リポジトリ
今年度の予定
¾『数理解析研究所講究録』の電子化
　　北大、東大と共同で国内数学分野文献アーカイブの構
築と方向性の確立を目ざす
¾学内紀要類
　　NIIの紀要電子化事業によるもの＋α
¾図書館報『静脩』
¾古い学位論文
¾新しい学位論文，科研費報告書，Green Journal
文献など
大学における教育・研究情報のオープン化
京都大学学術情報リポジトリ
今後の課題
¾システムの改善
　　簡易な登録機能，有用なアウトプット　etc…
¾コンテンツ収集
　　全学図書館としての体制作り，広報活動
¾登録へのインセンティブ
　　何がインセンティブとして働くか？
　　現時点では…決定的な要素はない
大学における教育・研究情報のオープン化
参考ホームページ
¾Open Access Japan
　　　http://www.openaccessjapan.com/
　　　オープンアクセスの理念と実情に関する情報を日本語
　で提供，交換するページ
¾国立情報学研究所 次世代学術コンテンツ基盤
共同構築事業
　　　http://www.nii.ac.jp/irp/index.html
　　　NIIの委託事業に関する情報を載せたページ
